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二
∴
 
 
 

▲
W
ト
h
 
 
 

し
宣
＼
 
 

七
望
 
 

二
〇
〇
〇
年
前
～
一
七
〇
〇
 
 

年
前
ご
ろ
（
弥
生
時
代
）
 
 

五
世
紀
後
半
（
古
墳
時
代
）
 
 

六
世
紀
前
半
ご
ろ
（
古
墳
時
 
 

代
）
 
 

二
万
五
〇
〇
〇
年
前
～
二
万
 
 

年
前
ご
ろ
（
旧
石
器
時
代
）
 
 

一
万
年
前
～
二
三
〇
〇
年
前
 
 

ご
ろ
 
（
縄
文
時
代
）
 
 

Ⅲ
 
年
 
 
 
表
 
 
 

和
 
銅
 
三
 
 

推
古
十
八
 
 

大
 
化
 
元
 
 
 

大
宝
元
～
 
 

大
宝
二
 
 

号
 
 

年
 
 

ど
ん
ち
よ
う
 
 

三
月
 
高
句
題
の
僧
堂
徽
が
紙
∵
墨
の
製
法
を
伝
え
た
。
 
 

六
月
 
大
化
改
新
政
府
が
樹
立
さ
れ
た
。
 
 

た
い
ほ
う
り
つ
り
よ
う
 
 

大
宝
律
令
が
施
行
さ
れ
た
。
 
 

ぐ
ん
じ
 
 

国
郡
里
制
が
確
立
し
、
安
芸
国
に
国
司
が
任
命
さ
れ
、
安
芸
郡
に
郡
司
が
任
命
さ
れ
、
郡
内
の
里
 
 

h
一
‖
二
「
 
 

に
里
長
が
任
命
さ
れ
た
。
 
 

へ
い
じ
ょ
う
き
ょ
う
 
 

三
月
 
平
城
京
に
遷
都
し
た
。
 
 

東
探
原
遺
跡
（
局
部
磨
製
石
斧
出
土
）
。
 
 
 

ゆ
う
け
い
せ
ん
と
う
き
 
 

ハ
グ
イ
原
遺
跡
（
有
茎
尖
頭
器
出
土
）
。
道
上
遺
跡
（
石
器
・
土
器
出
土
）
。
柳
ノ
本
遺
跡
（
石
鍍
・
 
 

あ
ぜ
ち
 
 

ス
ク
レ
ー
パ
ー
出
土
）
。
東
深
厚
遺
跡
（
尖
頭
器
・
石
銭
出
土
）
。
畦
地
道
跡
（
磨
製
石
斧
・
石
皿
出
 
 

土
）
。
 
 

白
石
遺
跡
（
石
器
・
弥
生
土
器
出
土
）
。
大
水
南
追
跡
（
土
器
出
土
）
。
狐
城
追
跡
。
重
地
追
跡
。
木
 
 

綿
地
遺
跡
。
 
 

あ
ぎ
の
く
に
の
み
や
つ
こ
 
 

阿
岐
国
造
が
支
配
し
て
い
た
。
 
 

み
じ
ょ
う
 
 

西
条
盆
地
に
三
ツ
城
古
墳
が
築
造
さ
れ
た
（
県
下
最
大
の
前
方
後
円
墳
）
。
 
 

す
え
き
 
 

出
来
の
大
歳
遺
跡
（
須
恵
器
片
出
土
）
。
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l
▼
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一
．
，
、
、
．
‥
、
 
 

二
仝
 
 

‥
一
‥
、
．
 
 
 

二
八
五
 
 

十
世
紀
後
半
～
十
一
世
紀
前
 
 

半
 
 ナし ブL プt ノ1－ ′‾し ブて ＝ニ ノ1ヽ  

Ⅲ
 
年
 
 
 
表
 
 

霊
 
亀
 
元
 
 

延
暦
十
三
 
 

弘
 
仁
 
三
 
 

承
平
年
中
 
 

承
 
平
 
三
 
 

承
平
五
～
 
 

天
産
四
 
 

号
 
 

年
 
 

建 建建文  文養 治久  
承  

久 久 久 治  治 和文四安  
治i  

九 七 三 四   元 元元 二  

ご
よ
ノ
 
 

里
を
郷
と
改
称
し
、
里
長
は
郷
長
と
称
せ
ら
れ
た
。
 
 

十
月
 
平
安
京
に
遷
都
し
た
。
 
 

六
月
 
空
海
が
嵯
峨
天
皇
に
毛
筆
を
献
上
し
た
。
 
 

わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゆ
ク
し
上
T
ウ
 
 

『
倭
名
顆
策
抄
』
が
作
成
さ
れ
た
。
 
 

や
く
ま
 
 

安
芸
郡
に
養
隈
郷
の
名
が
み
え
る
。
 
 

か
ん
じ
よ
う
 
 

大
官
八
幡
宮
（
榊
山
神
社
）
が
宇
佐
八
幡
宮
に
よ
り
勧
請
さ
れ
た
と
伝
え
る
。
 
 

じ
ょ
う
へ
い
て
ん
ぎ
ょ
う
 
 

承
平
・
天
慶
の
乱
。
 
 

藤
原
純
友
が
南
海
・
山
陽
・
西
海
を
侵
し
た
。
 
 

こ
の
こ
ろ
安
芸
郡
は
安
南
郡
と
安
北
都
に
分
割
さ
れ
、
養
隈
郷
（
熊
野
）
 
は
安
南
郡
に
属
し
た
。
 
 
 

あ
ぎ
の
か
私
 
 

〓
月
 
平
清
盛
が
安
芸
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
（
一
〇
年
在
任
）
。
 
 

．
．
レ
し
上
▲
ノ
 
 
じ
ゆ
ト
え
い
 
 

治
承
・
寿
永
の
乱
。
 
 

か
ん
じ
上
T
ウ
 
 

熊
野
本
官
が
、
紀
州
の
熊
野
本
宮
社
よ
り
勧
請
さ
れ
た
と
伝
え
る
。
 
 

三
月
 
平
家
が
滅
亡
し
た
。
 
 

源
頼
朝
が
守
護
・
地
頭
の
勅
許
を
得
た
。
 
 

あ
と
く
ま
の
ほ
か
ん
む
け
り
よ
う
 
 

阿
土
熊
野
保
が
官
務
家
領
と
な
っ
た
。
 
 

七
月
 
源
頼
朝
が
征
夷
大
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
た
（
鎌
倉
幕
府
の
確
立
）
。
 
 

ぴ
ん
ば
は
 
 

阿
土
熊
野
保
が
便
補
保
と
な
っ
た
。
 
 

世
能
荒
山
荘
が
官
務
家
領
と
な
っ
た
。
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一
ジ
川
 
 

一
四
芸
 
 

一
男
七
～
 
 
 

一
票
七
 
 
 

†
脚
T
〔
：
†
T
 
 

十
四
世
紀
末
ご
ろ
 
 

Ⅲ
 
年
 
 
 
表
 
 
 

大
 
永
 
五
 
 

応
永
十
一
 
 

文
 
安
 
二
 
 

応
仁
元
～
 
 

文
明
九
 
 

大
 
永
 
三
 
 

暦 建 元   

応 武 弘   

フロ 二 二二  

承
 
久
 
三
 
 

嘉
 
禎
 
元
 
 

文
永
元
～
 
 

文
永
十
 
 
 

文
 
永
 
十
 
 
 

嘉
元
年
間
 
 

号
 
 

年
 
 

じ
よ
う
き
ゆ
う
 
 

承
久
の
乱
。
 
 

武
田
信
光
が
安
芸
国
の
守
護
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
 
 

五
月
 
藤
原
親
実
が
安
芸
国
の
守
護
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
 
 

と
も
ほ
る
 
 

お
づ
き
あ
り
い
え
 
 

み
ぷ
 
 

壬
生
家
の
小
槻
有
家
が
、
大
官
家
の
小
槻
朝
治
に
阿
土
熊
野
保
を
還
付
す
る
よ
う
訴
訟
を
お
こ
し
 
 

還
付
に
成
功
し
た
。
 
 

わ
と
く
も
ん
い
ん
り
よ
う
か
い
た
の
し
上
ケ
 
 

和
徳
門
院
領
開
田
荘
（
海
田
町
奥
海
田
）
と
阿
土
熊
野
荘
（
保
）
と
の
間
に
紛
争
が
生
じ
た
。
 
 
 

榊
森
神
社
が
、
現
在
の
新
宮
区
宮
の
前
に
転
遷
し
た
と
伝
え
る
。
 
 
 

五
月
 
鎌
倉
幕
府
が
滅
亡
し
た
。
 
 

く
ま
が
い
れ
ん
か
く
 
 

十
二
月
 
官
方
の
熊
谷
蓮
寛
が
武
田
信
武
ら
の
軍
と
戦
っ
て
敗
れ
た
（
矢
野
城
合
戦
）
。
 
 

八
月
 
足
利
尊
氏
が
征
夷
大
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
た
（
室
町
幕
府
の
確
立
）
。
 
 

大
内
義
弘
が
将
軍
足
利
義
満
か
ら
安
芸
東
西
条
を
拝
領
し
た
（
熊
野
盆
地
を
含
む
）
。
 
 

九
月
 
安
芸
国
人
衆
三
三
名
が
一
揆
盟
約
し
て
、
守
護
山
名
氏
に
対
抗
し
た
。
 
 

の
ま
L
げ
よ
し
 
 

野
間
重
能
が
将
軍
足
利
義
政
か
ら
矢
野
の
地
を
与
え
ら
れ
た
と
伝
え
る
。
 
 
 

応
仁
・
文
明
の
乱
。
 
 

あ
そ
ぬ
ま
 
 

か
が
み
や
ま
 
 

六
月
 
尼
子
経
久
が
大
内
氏
の
拠
城
鏡
山
城
を
陥
れ
た
。
阿
曽
沼
・
野
間
民
ら
が
尼
子
氏
の
磨
下
 
 

に
加
わ
っ
た
。
 
 

三
月
 
毛
利
元
就
が
尼
子
氏
方
か
ら
大
内
氏
方
へ
寝
返
っ
た
。
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三
宅
 
 

一
五
宍
 
 

一
芸
人
～
 
 

l
栗
九
 
 

一
票
七
 
 
 

三
六
八
 
 

！iニ     ュ1． コ1－． 四     三 二二  
⊂＝⊃     五 1コ  

二∃∃二 五 五  
，lこ．土l． rリ ナ≒  l  ・  

弘
 
治
 
三
 
 

永
 
禄
 
元
 
 
 

永
禄
年
中
 
 
 

永
 
禄
 
十
 
 

永
禄
十
一
 
 

弘
 
治
 
二
 
 

弘 天 天  天  天 大   
文  

治・一 文  文  文 永   

元 十 十  九  四 七  

二
月
 
大
内
氏
の
軍
が
尼
子
方
阿
曽
沼
氏
の
拠
る
熊
野
要
害
を
切
落
し
た
。
 
 

毛
利
家
家
臣
赤
川
源
左
衛
門
・
児
玉
若
狭
・
渡
部
新
左
衛
門
ら
が
熊
野
本
宮
・
榊
山
神
社
に
神
田
 
 

を
寄
進
し
た
。
 
 

あ
ぁ
亡
ひ
さ
 
 

九
月
 
尼
子
詮
久
（
晴
久
）
が
毛
利
氏
の
拠
城
郡
山
城
を
攻
撃
し
た
（
翌
年
正
月
に
尼
子
氏
が
敗
 
 

走
し
た
）
。
 
 

ヽ
・
．
1
 
 

五
月
 
毛
利
・
大
内
連
合
軍
が
佐
東
銀
山
城
を
攻
め
て
武
田
氏
を
滅
ぼ
し
た
。
 
 

す
え
た
か
ふ
さ
は
る
か
た
 
 

九
月
 
陶
隆
房
（
晴
賢
）
が
主
君
大
内
義
隆
を
襲
い
自
殺
さ
せ
た
。
 
 

四
月
 
毛
利
元
就
が
矢
野
保
木
城
（
矢
野
要
害
）
を
改
め
て
野
間
氏
を
滅
ば
し
た
。
 
 

十
月
 
毛
利
元
就
が
厳
島
合
戦
で
陶
暗
質
を
滅
ぼ
し
た
。
 
 

こ
の
年
、
毛
利
氏
が
熊
野
本
宮
・
榊
山
神
社
に
社
禄
玉
石
を
寄
進
し
た
。
 
 

ほ
そ
さ
こ
さ
き
よ
う
の
す
け
 
 

十
月
 
可
部
の
熊
谷
殿
（
信
直
）
代
細
迫
左
京
亮
が
厳
島
合
戦
の
賞
と
し
て
西
条
の
う
ち
阿
土
五
 
 

お
が
た
 
 

○
貰
熊
野
五
〇
貫
・
小
方
村
一
〇
〇
貫
の
地
を
知
行
さ
れ
た
。
 
 

か
ぐ
ら
お
ど
り
 
 

こ
の
年
、
榊
山
神
社
に
お
い
て
虫
除
け
神
楽
網
が
始
め
ら
れ
た
。
 
 

中
村
次
郎
左
衛
門
が
厳
島
合
戦
の
貰
と
し
て
西
粂
熊
野
に
給
地
を
宛
行
わ
れ
た
。
 
 

ひ
ら
き
な
り
さ
だ
 
 

十
一
月
 
平
佐
就
貞
が
熊
野
村
の
革
使
（
代
官
）
 
に
任
命
さ
れ
た
（
二
八
年
間
在
任
）
。
 
 

こ
の
こ
ろ
熊
野
村
は
三
〇
〇
貫
の
地
で
あ
っ
た
。
 
 
 

僧
浄
喜
が
超
福
寺
を
開
い
た
。
 
 
 

祐
乗
が
西
光
寺
を
開
い
た
（
慶
長
六
年
読
も
あ
る
）
。
 
 

九
月
 
織
田
信
長
が
足
利
義
昭
を
奉
じ
て
入
京
し
た
。
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Ⅲ
 
年
 
 
 
裳
 
 
 

慶
 
長
 
六
 
 

慶
 
長
 
八
 
 

天
 
正
 
六
 
 

天
 
正
 
九
 
 

天
 
正
 
十
 
 
 

天
正
十
′
～
 
 

慶
長
三
 
 

天
正
十
五
～
 
 

文
禄
元
 
 

天
正
十
六
 
 

天
正
十
六
～
 
 
 

天
正
十
九
 
 

天
正
十
九
 
 

文
 
禄
 
元
 
 

慶
 
長
 
五
 
 

四
郎
右
衛
門
が
川
角
村
の
庄
屋
と
な
っ
た
。
 
 

九
月
 
梶
山
新
左
衝
門
が
平
谷
村
を
ひ
ら
き
、
庄
屋
と
な
っ
た
。
 
 

こ
の
年
、
梶
山
新
左
衛
門
に
よ
り
平
谷
八
幡
宮
が
造
営
さ
れ
た
。
 
 

六
月
 
本
能
寺
の
変
に
よ
り
、
織
田
信
長
が
殺
さ
れ
た
。
 
 
 

太
閤
検
地
。
 
 

厳
島
社
家
・
供
僧
・
内
侍
が
熊
野
村
で
給
地
を
与
え
ら
れ
た
。
 
 
 

七
月
 
刀
狩
令
が
出
さ
れ
た
。
 
 
 

毛
利
氏
が
惣
国
検
地
を
実
施
し
た
。
 
 
 

正
月
 
毛
利
輝
元
が
広
島
城
へ
移
っ
た
。
 
 

三
月
 
六
六
か
国
人
ば
ら
い
 
（
戸
口
調
査
）
が
命
ぜ
ら
れ
た
。
 
 

三
月
 
熊
野
村
の
厳
島
社
家
内
侍
領
に
人
ば
ら
い
が
実
施
さ
れ
た
。
 
 

九
月
 
関
が
原
の
戦
。
東
軍
（
徳
川
家
康
）
が
勝
利
を
お
さ
め
た
。
 
 

こ
の
年
、
毛
利
輝
元
が
萩
へ
転
封
と
な
り
、
か
わ
っ
て
福
島
正
則
が
芸
備
四
九
万
石
に
封
ぜ
ら
れ
 
 

た
。
 
 
 

福
島
氏
が
領
内
総
検
地
を
実
施
し
た
。
 
 

〓
月
 
徳
川
家
康
が
征
夷
大
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
た
（
江
戸
幕
府
の
確
立
）
。
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プ1」 五  

九 プ1 ノ「ヽ 六 六 六 六 五  
六 五 三 五 四 三 －・ ⊂⊃  

l四  巨：g  巨ヨ  三 二 ニ  
ノし 六 ＝ニ ノ「ヽ プL 四  

元 元 天 寛 寛 寛 寛 慶  

禄 禄 和 文 文 文 文 安   

九 八 三 五 四 三 元 三  

寛
 
永
 
元
 
 

寛
 
永
 
六
 
 

寛
永
十
五
 
 

寛
永
十
九
 
 

正
 
保
 
三
 
 

慶
 
安
 
二
 
 

元
 
和
 
元
 
 

元
 
和
 
五
 
 

五
月
 
大
坂
城
が
陥
落
し
、
豊
臣
氏
が
滅
亡
し
た
。
 
 

六
月
 
福
島
正
則
が
改
易
さ
れ
た
。
 
 

な
が
あ
き
ら
 
 

七
月
 
浅
野
長
居
が
芸
備
四
二
万
石
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
 
 

ご
う
そ
ん
お
き
て
が
き
 
 

八
月
 
広
島
藩
が
都
村
掟
害
七
か
条
を
出
し
た
。
 
 

広
島
藩
領
に
大
地
震
が
あ
っ
た
。
 
 

か
け
 
 

超
福
寺
を
改
め
て
石
嶽
山
光
教
坊
を
称
し
た
。
 
 

広
島
譜
領
内
の
蔵
入
地
に
対
し
地
詰
を
実
施
し
た
。
 
 

幕
府
の
倹
約
令
が
広
島
薄
領
に
布
告
さ
れ
た
。
 
 

広
島
藩
領
内
の
給
他
に
対
し
地
詰
を
実
施
し
た
（
「
川
角
村
御
地
詰
帳
」
現
存
）
。
 
 

三
月
 
広
島
藩
領
の
郡
中
に
五
人
組
の
結
成
が
令
せ
ら
れ
た
。
 
 

こ
の
年
、
広
島
藩
領
に
大
地
震
が
あ
っ
た
。
 
 

広
島
薄
領
全
域
に
士
免
制
（
春
免
）
を
採
用
し
た
。
 
 

貴
船
神
社
が
洪
水
に
よ
り
流
失
し
た
。
 
 

貴
船
神
社
が
貴
船
山
に
遷
座
さ
れ
た
。
 
 

幕
命
に
よ
り
安
南
・
安
北
の
郡
名
を
安
芸
郡
に
復
し
た
。
 
 

幕
府
が
諸
宗
寺
院
法
度
を
公
布
し
た
。
 
 

坂
両
大
池
（
中
滞
大
池
）
が
掘
削
さ
れ
た
。
 
 

広
島
藩
家
中
・
郡
中
・
町
方
に
倹
約
令
が
布
告
さ
れ
た
。
 
 

宮
崎
安
貞
が
『
農
業
全
書
』
を
著
わ
し
た
。
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Ⅲ
 
年
 
 

享 享 正 正   

保 保 徳 徳  

享
 
 

享
保
 
 

享
保
 
 

享
保
 
 

元
 
 

延
 
 保

 
 

」
■
 
 

十
 
 

二
 
 

文
 
 

事
 
 

九
 
 

四
 
 

七
 
 

十
 
 

三
 
 

二
 
 
 

表
 
 

三 元 六 五  二 六  

広
島
藩
家
中
・
郡
中
・
町
方
に
倹
約
令
が
布
告
さ
れ
た
。
 
 

平
谷
八
幡
宮
が
的
場
山
に
遷
座
し
的
場
神
社
と
な
っ
た
。
 
 

広
島
帝
領
に
大
地
震
が
あ
っ
た
。
 
 

「
御
殿
様
入
国
の
祝
儀
」
と
し
て
、
寸
志
米
を
上
納
し
た
。
 
 

正
月
 
広
島
洋
が
郡
制
を
改
革
し
（
正
徳
新
格
）
代
官
制
を
廃
し
て
、
所
務
役
人
・
頭
庄
屋
を
任
 
 

命
し
た
。
川
角
村
庄
屋
四
郎
右
循
門
が
頚
庄
屋
格
と
な
っ
た
。
 
 

榊
山
神
杜
が
焼
失
し
た
。
 
 

山
井
の
溜
池
が
掘
削
さ
れ
た
。
 
 

広
島
薄
領
に
定
免
制
を
採
用
し
た
。
 
 

六
月
 
所
務
役
人
■
頭
庄
屋
制
を
廃
し
て
郡
制
を
古
格
（
割
庄
屋
制
）
 
に
戻
し
た
。
 
 

ま
た
定
免
制
を
廃
し
土
免
制
に
復
し
た
。
 
 

こ
の
年
、
藩
内
各
郡
の
郷
倉
に
救
恍
用
の
匿
籾
を
常
備
し
た
。
 
 

川
角
の
貴
船
神
社
社
殿
が
再
建
さ
れ
た
。
 
 

榊
山
神
社
が
再
建
さ
れ
た
。
 
 

川
角
の
貴
船
神
社
祝
詞
殿
が
建
立
さ
れ
た
。
 
 

う
ん
か
が
発
生
し
て
大
凶
作
と
な
り
、
広
島
滞
領
で
は
、
八
六
〇
〇
余
人
の
餓
死
者
が
出
た
。
 
 

安
芸
郡
海
田
市
の
儒
者
加
藤
友
益
が
『
杜
倉
故
意
』
を
著
わ
し
た
。
 
 

広
島
薄
が
寸
志
米
の
上
納
法
を
定
め
、
組
合
村
々
に
布
達
し
た
。
 
 

六
月
 
集
中
豪
雨
に
よ
り
二
河
川
が
氾
濫
し
て
川
土
手
が
敷
か
所
決
壊
し
、
川
角
村
が
大
洪
水
に
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寛
政
 
 

享
 
 

文
化
 
 

文
 
 

文
 
 

文
 
 

寛 寛 寛 安 明 宝 宝 寛 寛  
政  
十政政永和暦暦延延  

一 十 八 九 八 八 三 三 二  

十
 
 

‖
 
 

一
志
「
 
 

十
 
 

政
 
 

政
 
 

政
 
 

∴
 
 
 

元
 
 

二
 
 

二
 
 

八
 
 

」
l
 
 

見
舞
わ
れ
た
。
 
 

こ
の
年
、
安
芸
郡
矢
野
村
尾
崎
神
社
神
官
香
川
将
監
が
矢
野
村
に
社
倉
を
設
立
し
た
。
 
 

尾
崎
神
社
神
官
香
川
将
監
が
押
込
村
・
川
角
村
こ
田
代
村
・
栃
原
村
に
社
倉
法
を
実
施
し
た
。
 
 

梶
山
新
兵
徹
ら
が
的
場
神
社
神
殿
を
建
造
し
た
。
 
 

か
こ
い
も
み
 
 

幕
命
に
よ
り
圃
籾
が
各
郡
の
郷
蔵
に
貯
蔵
さ
れ
た
。
 
 

熊
野
村
が
榊
山
神
社
・
熊
野
本
宮
・
榊
森
神
社
に
お
け
る
虫
送
り
祈
蒋
蕩
立
許
可
を
願
い
出
た
。
 
 

東
が
迫
の
溜
池
が
掘
削
さ
れ
た
。
 
 

十
二
月
 
広
島
藩
領
内
全
域
に
社
倉
法
が
実
施
さ
れ
た
。
 
 

六
月
 
熊
野
村
・
川
角
村
に
洪
水
。
 
 ▲

／
丁
∵
 
 

熊
野
村
の
住
足
長
兵
衛
が
筆
墨
を
上
方
方
面
よ
り
直
仕
入
し
て
売
り
さ
ば
い
た
。
 
 

焼
山
村
の
よ
し
と
い
う
女
性
が
病
母
に
孝
養
を
尽
く
し
た
の
で
褒
賞
さ
れ
た
。
ま
た
焼
山
村
の
医
 
 

よ
う
せ
き
上
し
か
げ
 
 

師
養
碩
佳
景
父
子
が
孝
廉
の
人
と
し
て
褒
賞
さ
れ
た
。
 
 

熊
野
本
官
が
焼
失
し
、
神
体
も
中
絶
し
た
。
 
 

『
芸
備
孝
義
伝
』
 
（
初
編
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
 
 

川
角
村
が
『
国
郡
志
御
編
集
二
付
諸
色
書
出
帳
』
を
提
出
し
た
。
 
 

広
島
滞
が
国
郡
志
編
集
の
た
め
、
村
々
か
ら
下
詞
書
な
ど
資
料
の
提
出
を
命
じ
た
。
 
 

七
月
 
苗
代
村
の
友
蔵
が
病
父
に
孝
養
を
尽
く
し
、
褒
賞
さ
れ
た
。
 
 

四
月
 
川
角
村
が
洪
水
に
見
舞
わ
れ
、
一
町
六
段
余
が
砂
入
地
と
な
っ
た
。
 
 

こ
の
年
、
熊
野
村
光
教
坊
本
堂
再
建
の
際
、
村
辻
（
村
費
用
）
と
し
て
村
民
に
負
担
が
か
け
ら
れ
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∴
、
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∴
、
 
 
一
入
至
 
 
 

l
八
雲
 
 

一
入
孟
 
 

一
∴
ト
†
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Ⅲ
 
年
 
 
 
表
 
 
 

嘉
永
年
間
 
 
 

嘉
 
永
 
六
 
 

安
 
改
 
元
 
 

安
 
政
 
二
 
 

天
 
保
 
九
 
 

弘
 
化
 
三
 
 

文 文  
政 政  
十 十  

天 天 天 天   

保 保 保 保   

．ヘ セ 五 二  

た
。
 
 

l
ニ
月
 
額
杏
坪
ら
が
『
芸
清
適
志
』
一
五
九
巻
を
完
成
し
た
。
 
 

五
月
 
川
角
村
が
洪
水
に
見
舞
わ
れ
、
五
段
六
畝
余
が
砂
入
地
と
な
っ
た
。
 
 

八
月
 
川
角
村
が
洪
水
に
見
舞
わ
れ
、
八
段
九
畝
余
が
砂
入
地
と
な
っ
た
。
 
 

う
り
き
ば
ぎ
と
り
つ
ぎ
 
 

住
屋
長
兵
衛
・
貞
二
・
勘
三
郎
ら
が
筆
の
売
捌
取
次
の
筆
頭
に
名
を
連
ね
た
。
 
 

佐
々
木
為
次
が
毛
筆
製
造
の
技
術
習
得
の
た
め
に
有
馬
へ
赴
い
た
。
 
 

熊
野
村
が
早
害
に
ょ
る
大
凶
作
で
、
餓
死
者
五
〇
〇
余
人
を
出
し
た
。
 
 

ぁ
せ
な
か
お
く
て
 
 

『
安
芸
郡
熊
野
村
早
稲
井
中
晩
稲
田
毛
上
有
米
目
録
』
が
作
成
さ
れ
た
。
 
 

又
こ
の
年
、
筆
墨
商
住
崖
貞
右
衛
門
が
薄
か
ら
褒
美
と
し
て
銀
八
〇
目
を
下
賜
さ
れ
た
。
 
 

佐
々
木
為
次
が
帰
郷
し
、
毛
筆
製
造
の
技
術
を
村
民
に
教
授
し
た
。
 
 

乙
九
常
太
（
音
九
常
太
）
が
有
馬
に
て
毛
筆
の
製
法
を
習
得
し
、
熊
野
村
に
伝
え
た
。
ま
た
井
上
 
 

治
平
が
広
島
研
星
町
の
青
田
清
蔵
に
師
事
し
て
梨
筆
法
を
習
得
し
た
。
 
 
 

こ
の
こ
ろ
、
熊
野
の
毛
筆
の
職
工
は
一
〇
人
、
生
産
量
ほ
年
間
一
〇
〇
〇
本
位
で
あ
っ
た
。
 
 
 

六
月
 
米
国
東
イ
ン
ド
艦
隊
司
令
長
官
ペ
リ
ー
が
軍
艦
四
隻
を
率
い
て
浦
賀
に
来
航
し
た
。
 
 

こ
の
年
、
新
雀
井
手
を
め
ぐ
り
、
熊
野
村
と
川
角
村
と
の
間
に
水
論
が
お
き
た
。
 
 

三
月
 
日
米
和
親
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。
 
 

十
一
月
 
地
質
に
よ
り
、
熊
野
村
で
は
地
割
れ
が
生
じ
た
。
 
 

広
島
滞
が
大
砲
鋳
造
の
た
め
、
梵
鐘
・
鋼
・
真
鋳
な
ど
の
供
出
を
命
じ
た
。
熊
野
村
も
こ
れ
に
協
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西
暦
一
年
 
号
 
 

Ⅲ
 
年
 
 
 
表
 
 

万
 
延
 
元
 
 

文
 
久
 
三
 
 

元
 
治
 
元
 
 

安
 
政
 
六
 
 

安
 
政
 
五
 
 

力
し
た
。
 
 

六
月
 
熊
野
村
百
姓
伊
助
の
娘
み
つ
が
父
亡
き
あ
と
母
に
孝
養
を
つ
く
し
て
褒
賞
さ
れ
た
。
 
 

日
米
修
好
通
商
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。
 
 

十
〓
月
 
熊
野
村
百
姓
伊
助
の
娘
み
つ
と
同
村
百
姓
理
助
の
娘
し
ょ
う
が
孝
子
と
し
て
海
田
市
御
 
 

．
■
▲
．
■
・
 
 

茶
屋
で
藩
主
長
訓
に
謁
見
を
許
さ
れ
た
。
 
 

五
月
 
熊
野
町
七
郷
が
藩
主
長
訓
の
帰
国
を
祝
し
、
寸
志
米
三
八
俵
を
上
納
し
た
。
 
 

十
月
 
安
政
の
大
獄
が
激
化
し
、
吉
田
松
陰
ら
が
死
刑
と
な
っ
た
。
 
 

■
一
卜
－
 
 

こ
の
年
、
藩
府
が
熊
野
村
百
姓
に
対
し
、
安
政
三
年
納
入
米
の
俵
形
－
絶
振
り
の
良
好
を
褒
し
て
 
 

銭
七
貫
余
を
下
賜
し
た
。
 
 

閏
三
月
 
新
雀
井
手
水
論
に
つ
き
、
熊
野
村
と
川
角
村
の
間
で
和
議
が
成
立
し
た
。
 
 

五
月
 
長
州
藩
が
摸
夷
を
決
行
し
、
下
関
で
米
・
仏
・
蘭
艦
を
砲
撃
し
た
。
 
 

八
月
 
八
月
十
八
日
の
政
変
に
よ
り
、
尊
笹
沢
の
三
条
実
美
ら
七
卿
が
長
州
へ
下
っ
た
。
 
 

じ
か
た
う
ら
か
た
あ
い
わ
り
 
 

三
月
 
大
名
の
往
還
が
激
し
く
な
り
、
助
郷
が
地
方
・
浦
方
相
割
と
な
っ
た
。
 
 

七
月
 
禁
門
の
変
に
お
い
て
、
長
州
藩
が
敗
退
し
た
。
 
 

八
月
 
幕
府
が
諸
藩
に
長
州
征
討
を
命
じ
た
 
（
第
一
次
征
長
の
役
）
。
 
 

八
月
 
英
米
仏
蘭
連
合
艦
隊
が
下
関
を
砲
撃
し
た
（
下
関
戦
争
）
。
 
 

十
月
 
第
一
次
征
長
の
役
の
た
め
、
幕
兵
こ
港
兵
が
広
島
放
下
及
び
周
辺
に
集
結
し
た
。
 
 

十
一
月
 
第
一
次
征
長
の
役
の
た
め
、
熊
野
村
は
御
用
人
夫
八
六
人
の
徴
発
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
 
 

第
一
次
征
長
の
役
が
終
結
し
た
（
長
州
藩
が
幕
府
に
謝
罪
し
た
）
。
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Ⅲ
 
年
 
 
 
表
 
 
 

明
 
治
 
二
 
 

慶
 
応
 
三
 
 

明
 
治
 
元
 
 

慶
 
応
 
二
 
 

慶
 
応
 
元
 
 
四
月
 
幕
府
が
諸
藩
に
長
州
再
征
を
命
じ
た
（
第
二
次
征
長
の
役
）
。
 
 

六
月
 
第
二
次
征
長
の
役
の
た
め
、
熊
野
村
が
御
用
人
夫
九
四
人
の
徴
発
を
う
け
た
。
 
 

十
二
月
 
第
二
次
征
長
の
役
の
た
め
、
募
兵
・
諸
藩
兵
が
広
島
城
下
及
び
そ
の
周
辺
に
集
結
し
 
 

た
。
 
 

正
月
 
薩
長
同
盟
が
密
約
さ
れ
た
。
 
 

六
月
～
七
月
 
佐
伯
郡
方
面
が
第
二
次
征
長
の
役
の
主
戦
場
と
な
り
、
大
き
な
被
害
を
う
け
た
 
 

（
幕
府
側
は
敗
退
を
重
ね
た
）
。
 
 

七
月
 
第
二
次
征
長
の
役
に
、
広
島
藩
が
農
兵
を
募
癒
し
、
熊
野
村
も
五
名
が
応
募
し
た
。
 
 

将
軍
家
茂
が
死
去
し
た
。
 
 

八
月
 
将
軍
家
茂
の
喪
の
た
め
、
第
二
次
征
長
の
役
を
休
止
し
た
。
 
 

十
月
 
将
軍
徳
川
慶
喜
が
大
政
を
奉
還
し
た
。
討
幕
の
密
勅
が
薩
長
二
諸
に
下
っ
た
。
 
 

十
二
月
 
王
政
復
古
の
大
号
令
が
発
せ
ら
れ
た
。
 
 

こ
の
年
、
広
島
薄
領
各
地
に
て
民
衆
が
蜂
起
し
て
「
世
直
し
」
状
況
と
な
っ
た
。
 
 

正
月
 
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
が
お
き
た
 
（
戊
辰
戦
争
が
始
ま
っ
た
）
。
 
 

三
月
十
四
日
 
五
箇
条
の
御
暫
文
。
 
 

こ
の
年
、
榊
山
神
社
拝
殿
が
建
立
さ
れ
た
。
 
 

熊
野
の
毛
筆
職
工
は
八
〇
人
、
生
産
量
は
年
間
約
五
万
本
で
あ
っ
た
。
 
 

五
月
 
榎
本
武
揚
ら
が
箱
館
で
降
伏
し
た
（
戊
辰
戦
争
が
終
結
し
た
）
。
 
 

六
月
 
版
籍
奉
還
が
実
施
さ
れ
、
諸
藩
に
知
薄
事
を
任
命
し
た
。
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明
 
治
 
五
 
 

九
月
 
平
民
が
苗
字
を
名
乗
る
こ
と
を
許
し
た
。
 
 

一
月
 
郵
便
規
則
が
制
定
さ
れ
た
。
 
 

四
月
 
戸
籍
法
が
公
布
さ
れ
た
。
 
 

五
月
 
新
貨
条
例
が
公
布
さ
れ
た
（
円
・
銭
・
厘
が
貨
幣
単
位
と
な
っ
た
）
。
 
 

七
月
 
廃
藩
置
県
が
断
行
さ
れ
た
。
 
 

ぷ
い
ち
 
 

八
月
 
武
一
騒
動
が
お
き
た
。
熊
野
村
で
も
約
九
〇
〇
人
が
参
加
し
た
。
 
 

穣
多
・
非
人
解
放
令
が
発
せ
ら
れ
た
。
 
 

散
髪
・
脱
刀
が
許
可
さ
れ
た
。
 
 

九
月
 
田
畑
勝
手
作
り
が
許
可
さ
れ
た
。
 
 

十
月
 
広
島
県
が
戸
籍
布
令
を
出
し
、
県
下
を
一
五
八
小
区
に
分
割
、
熊
野
柑
・
平
谷
村
・
川
角
 
 

村
は
第
一
五
小
区
に
所
属
し
た
。
 
 

一
月
 
戸
籍
布
令
に
よ
り
、
戸
長
二
戸
長
副
捌
が
定
め
ら
れ
た
。
第
一
五
小
区
の
戸
長
に
神
膵
徳
 
 

孝
、
戸
長
割
に
佐
々
木
建
太
郎
と
進
藤
平
三
郎
が
任
命
さ
れ
た
。
 
 

〓
月
 
大
小
区
制
が
実
施
さ
れ
た
。
 
 

田
畑
永
代
売
買
の
禁
が
解
か
れ
た
。
 
 

四
月
 
大
小
区
制
の
設
置
に
よ
り
、
熊
野
村
・
平
谷
村
・
川
角
村
は
第
三
大
区
五
小
区
に
所
属
し
 
 

た
。
 
 

七
月
 
全
国
の
土
地
に
地
券
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
た
っ
た
。
 
 

八
月
 
学
制
が
頒
布
さ
れ
た
。
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Ⅱ
 
年
 
 
 
表
 
 
 

明
 
治
 
十
 
 

明
治
十
一
 
 

明
 
治
 
八
 
 

明
 
治
 
九
 
 

明
 
治
 
七
 
 

明
 
治
 
六
 
 

九
月
 
小
学
教
則
が
公
布
さ
れ
た
。
 
 

地
価
取
調
規
則
が
公
布
さ
れ
た
。
 
 

十
一
月
 
太
陰
暦
を
廃
し
、
太
陽
暦
が
採
用
さ
れ
た
 
（
十
二
月
三
日
を
明
治
六
年
正
月
元
日
と
し
 
 

た
）
。
 
 

十
一
月
 
大
小
区
制
の
下
に
大
組
・
小
組
側
が
実
施
さ
れ
た
。
 
 

三
月
 
熊
野
村
は
地
租
改
正
の
準
備
の
た
め
、
地
券
の
下
調
べ
と
絵
図
面
を
県
庁
へ
提
出
し
た
。
 
 

五
月
 
西
光
寺
小
学
校
が
官
許
さ
れ
、
熊
野
・
川
角
・
平
谷
各
村
の
子
供
三
〇
〇
人
余
が
手
習
い
 
 

を
始
め
た
。
 
 

七
月
 
地
粗
改
正
条
例
が
公
布
さ
れ
た
。
 
 

十
一
月
 
広
島
県
郵
便
線
路
図
が
作
成
さ
れ
た
。
 
 

こ
の
年
、
小
学
校
と
し
て
孔
時
館
・
誠
信
鮨
・
階
梯
舎
・
斉
文
舎
・
必
隣
舎
・
開
云
舎
・
精
業
 
 

舎
・
翫
学
舎
・
教
義
館
が
設
立
さ
れ
た
。
 
 

八
月
 
地
租
改
正
に
伴
い
、
第
三
大
区
ほ
土
地
の
測
量
と
地
等
の
決
定
が
な
さ
れ
た
（
明
治
十
年
 
 

終
了
）
。
 
 

三
月
 
孔
時
飴
が
中
溝
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。
 
 

七
月
 
翫
学
舎
が
川
角
学
校
に
、
教
義
館
が
平
谷
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
改
称
さ
れ
た
。
 
 

八
月
 
中
澤
学
校
を
申
出
兼
学
校
と
改
名
し
た
。
台
風
に
よ
り
呉
地
の
家
屋
が
一
〓
P
倒
れ
た
。
 
 

八
月
 
東
京
で
勧
業
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
熊
野
か
ら
西
尾
平
助
が
毛
筆
を
出
品
し
入
賞
し
た
。
 
 

六
月
 
申
出
兼
学
校
が
分
割
さ
れ
、
中
溝
学
校
と
出
来
庭
学
校
に
な
っ
た
。
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Ⅲ
 
年
 
 

明
治
十
五
 
 

明
治
十
 
六
 
 

明
治
十
九
 
 

明
治
 
二
十
 
 

明
治
十
四
 
 

明
治
十
 
二
 
 

明
治
十
三
 
 

七
月
 
郡
区
町
村
編
成
法
・
府
県
会
規
則
・
地
方
税
規
則
が
公
布
さ
れ
た
（
三
新
法
）
。
 
 

十
一
月
 
町
村
戸
長
選
挙
規
則
が
公
布
さ
れ
た
。
 
 

こ
の
年
、
都
区
町
村
編
制
法
に
よ
り
、
第
三
大
区
は
安
芸
郡
に
も
ど
り
、
第
五
小
区
が
廃
せ
ら
れ
、
 
 

熊
野
は
、
熊
野
村
・
平
谷
村
・
川
角
村
と
な
っ
た
。
 
 

九
月
 
教
育
令
を
制
定
し
た
。
 
 

三
月
 
川
角
学
校
が
川
角
小
学
校
に
、
平
谷
学
校
が
平
谷
小
学
校
に
、
そ
れ
ぞ
れ
改
称
さ
れ
た
。
 
 

四
月
 
区
町
村
会
法
が
公
布
さ
れ
た
。
 
 

八
月
 
苗
代
小
学
校
が
発
足
し
、
押
込
・
平
谷
に
分
教
場
が
設
置
さ
れ
た
。
 
 

五
月
 
小
学
校
教
則
綱
領
が
制
定
さ
れ
、
初
等
三
年
・
中
等
三
年
二
昂
等
二
年
と
な
っ
た
。
 
 

七
月
 
中
学
校
教
則
大
綱
が
制
定
さ
れ
た
。
 
 

八
月
 
師
範
学
校
教
則
大
網
が
制
定
さ
れ
た
。
 
 

十
月
 
詔
勅
が
出
さ
れ
て
、
一
入
九
〇
（
明
治
二
十
三
）
年
に
国
会
を
開
設
す
る
こ
と
に
決
定
し
 
 

た
。
 
 

四
月
 
中
溝
学
校
が
中
溝
小
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。
 
 

こ
の
年
、
熊
野
が
早
害
に
よ
り
凶
作
と
な
っ
た
。
 
 

熊
野
の
毛
筆
生
産
且
及
は
約
一
四
一
万
本
で
あ
っ
た
。
 
 

四
月
 
中
溝
小
学
校
が
熊
野
小
学
校
に
改
称
さ
れ
、
出
来
庭
・
萩
原
・
平
谷
の
三
校
を
合
併
し
た
。
 
 

小
学
校
令
・
中
学
校
令
・
師
範
学
校
令
が
公
布
さ
れ
た
。
 
 

四
月
 
熊
野
小
学
校
が
熊
野
簡
易
小
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。
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西
 
暦
年
 
 

Ⅲ
 
年
 
 
 
表
 
 
 

明
治
二
十
七
 
 

明
治
二
十
四
 
 

明
治
二
十
六
 
 
 

明
治
二
十
三
 
 

明
治
二
十
二
 
 

明
治
二
十
一
 
 

四
月
 
熊
野
簡
易
小
学
校
が
熊
野
尋
常
小
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。
 
 

市
制
・
町
村
制
が
公
布
さ
れ
た
（
明
治
二
十
二
年
四
月
施
行
）
。
 
 

十
一
月
 
熊
野
尋
常
小
学
校
運
動
会
が
初
め
て
榊
山
神
社
境
内
で
開
催
さ
れ
た
。
 
 

二
月
 
大
日
本
帝
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
た
。
 
 

〓
月
 
世
良
保
良
次
が
熊
野
村
長
と
な
っ
た
（
明
治
二
十
六
年
五
月
ま
で
）
。
 
 

四
月
 
町
村
制
の
公
布
に
よ
り
、
熊
野
村
と
本
庄
村
（
川
角
・
平
谷
・
押
込
・
苗
代
・
栃
原
の
諸
 
 

相
合
併
）
 
に
分
け
ら
れ
た
。
 
 

西
尾
平
助
・
大
林
周
平
が
広
島
県
工
業
参
考
品
を
寄
付
し
、
賞
状
を
下
附
さ
れ
た
。
 
 

六
月
 
菅
尾
泰
助
が
本
庄
村
長
と
な
っ
た
（
明
治
二
十
七
年
五
月
ま
で
）
。
 
 

四
月
 
天
覧
に
供
し
た
諸
物
品
の
う
ち
か
ら
、
西
尾
平
助
出
品
の
熊
野
筆
七
種
が
買
い
上
げ
ら
れ
 
 

た
。
 
 

十
月
 
小
学
校
令
が
公
布
さ
れ
た
。
 
 

教
育
二
閑
ス
ル
勅
語
が
発
布
さ
れ
た
。
 
 

四
月
 
本
庄
北
尋
常
小
学
校
が
発
足
し
た
。
 
 

六
月
 
本
庄
北
尋
常
小
学
校
が
栃
原
字
西
原
と
押
込
の
二
か
所
の
公
教
場
と
と
も
に
開
校
し
た
。
 
 

四
月
 
焼
山
郵
便
局
が
熊
野
村
へ
移
転
し
、
熊
野
郵
他
局
と
改
称
さ
れ
た
。
 
 

五
月
 
中
井
堰
が
熊
野
村
長
と
な
っ
た
（
明
治
三
十
年
五
月
ま
で
）
。
 
 

こ
の
年
、
鮨
野
村
に
三
等
郵
便
局
が
設
置
さ
れ
た
。
 
 

五
月
 
真
顔
斎
が
本
庄
村
長
と
な
っ
た
 
（
明
治
三
十
二
年
八
月
ま
で
）
。
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西
暦
言
 
号
 

一
八
失
 
 

一
入
究
 
 

一
芸
〇
 
 

一
九
皇
 
 

Ⅲ
 
年
 
 
 
末
 
 
 

明
治
三
十
一
 
 

明
治
三
十
二
 
 

明
治
三
十
三
 
 

明
治
三
十
六
 
 

明
治
二
十
九
 
 

明
治
 
三
十
 
 

明
治
三
十
七
 
 

明
治
三
十
八
 
 

八
月
 
日
清
戦
争
が
始
ま
っ
た
。
 
 

こ
の
年
、
熊
野
が
皐
害
に
よ
り
凶
作
と
な
っ
た
。
 
 

四
月
 
追
分
尋
常
小
学
校
が
発
足
し
た
。
 
 

三
月
 
本
庄
村
長
其
藤
斎
に
対
し
村
税
に
関
す
る
上
申
書
が
苗
代
の
六
五
名
連
署
で
提
出
さ
れ
た
。
 
 

四
月
 
熊
野
尋
常
小
学
校
が
熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
と
な
っ
た
。
 
 

五
月
 
佐
々
木
亮
之
輔
が
熊
野
村
長
と
な
っ
た
（
明
治
三
十
二
年
三
月
ま
で
）
。
 
 

こ
の
年
、
二
化
め
い
虫
（
う
ん
か
）
が
大
発
生
し
凶
作
と
な
っ
た
。
 
 

こ
の
年
、
静
流
隼
田
翁
碑
が
建
立
さ
れ
た
。
 
 

熊
野
の
毛
筆
製
造
戸
数
は
六
三
〇
戸
、
一
〇
五
〇
人
で
あ
っ
た
。
 
 

三
月
 
井
上
真
一
郎
が
熊
野
村
長
と
な
っ
た
（
明
治
三
十
六
年
四
月
ま
で
）
。
 
 

八
月
 
神
藤
文
吾
が
本
庄
村
長
と
な
っ
た
（
明
治
三
十
六
年
十
二
月
ま
で
）
。
 
 

三
月
 
市
町
村
立
小
学
校
教
育
費
国
庫
負
担
法
が
公
布
さ
れ
た
。
 
 

十
月
 
本
庄
北
尋
常
小
学
校
が
川
角
村
の
坊
主
山
に
新
築
移
転
し
た
。
 
 

四
月
 
中
井
堰
が
熊
野
村
長
と
な
っ
た
（
明
治
三
十
八
年
七
月
ま
で
）
。
 
 

十
二
月
 
海
田
と
呉
間
に
鉄
道
が
開
通
し
た
。
 
 

三
好
平
太
郎
が
本
庄
村
長
と
な
っ
た
（
明
治
四
十
一
年
一
月
ま
で
）
。
 
 

こ
の
年
、
尺
田
徳
太
郎
他
七
名
が
七
筆
会
を
結
成
し
た
。
 
 

〓
月
 
日
露
戦
争
が
始
ま
っ
た
。
 
 

七
月
 
世
良
実
三
郎
が
熊
野
村
長
と
な
っ
た
（
明
治
四
十
三
年
一
月
ま
で
）
。
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西
暦
一
年
 
号
 
 

Ⅲ
 
年
 
 
 
表
 
 
 

大
 
正
 
元
 
 

大
 
正
 
二
 
 

大
 
正
 
三
 
 

明
治
四
十
三
 
 

明
治
四
十
四
 
 

明
治
四
十
二
 
 

明
治
四
十
一
 
 

明
治
四
十
 
 

七
月
 
豪
雨
・
大
洪
水
に
よ
り
、
と
く
に
初
神
、
新
宮
、
出
来
庭
、
川
角
地
区
が
大
き
な
被
害
を
 
 

．
∴
1
∵
∵
 
 

九
月
 
横
山
製
契
合
名
会
社
が
成
立
し
た
。
 
 

十
月
 
梶
山
先
生
之
碑
が
建
立
さ
れ
た
。
 
 

一
月
 
神
藤
文
吉
が
本
庄
村
長
と
な
っ
た
（
大
正
元
年
十
二
月
ま
で
）
。
 
 

十
二
月
 
熊
野
村
農
民
が
県
知
事
あ
て
に
共
同
百
代
設
置
免
除
の
請
隈
書
を
提
出
し
た
。
 
 

こ
の
年
、
熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
が
榊
山
神
社
境
内
に
新
築
移
転
し
た
。
 
 

矢
野
峠
が
自
動
車
通
行
可
能
と
な
っ
た
。
 
 

〓
月
 
安
芸
郡
斯
民
会
が
発
足
し
、
善
行
者
と
し
て
熊
野
村
の
馬
上
ハ
ナ
ヨ
が
表
彰
さ
れ
た
。
 
 

三
月
 
本
庄
村
で
共
同
百
代
反
対
運
動
の
騒
ぎ
が
あ
っ
た
。
 
 

八
月
 
片
山
仁
一
郎
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
た
。
 
 

一
月
 
伊
藤
太
三
郎
が
熊
野
村
長
と
な
っ
た
（
大
正
三
年
二
月
ま
で
）
。
 
 

四
月
 
大
日
本
文
具
教
育
品
博
覧
会
（
東
京
）
 
に
、
熊
野
問
屋
組
合
の
二
」
ハ
名
が
毛
筆
を
出
品
し
 
 

好
評
を
博
し
た
。
 
 

三
月
 
安
芸
郡
斯
民
会
が
熊
野
七
筆
会
を
表
彰
し
た
。
 
 

九
月
 
本
庄
水
源
池
の
建
設
工
事
が
着
手
さ
れ
た
 
（
大
正
七
年
完
成
）
。
 
 

十
二
月
 
横
田
平
吉
が
本
庄
村
長
と
な
っ
た
（
大
正
十
一
年
一
月
ま
で
）
。
 
 

こ
の
年
、
川
角
村
村
議
会
が
本
庄
北
尋
常
小
学
校
の
平
谷
移
転
を
決
定
し
た
。
 
 

〓
月
 
仏
円
堤
が
熊
野
村
長
と
な
っ
た
（
大
正
四
年
二
月
ま
で
）
。
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西
旦
年
・
H
号
 
 

一
九
一
七
 
 

l
空
（
 
 

一
い
▼
一
い
 
 

一
望
○
 
 

Ⅲ
 
年
 
 
 
表
 
 

大
 
正
 
六
 
 

大
 
正
 
七
 
 

大
 
正
 
八
 
 

大
 
正
 
九
 
 

大
 
正
 
五
 
 

大
 
正
 
四
 
 

大
 
正
 
十
 
 

大
正
十
一
 
 

こ
の
年
、
熊
野
～
神
山
間
の
県
道
が
開
通
し
た
。
 
 

熊
野
の
毛
筆
製
造
戸
数
は
一
三
四
九
戸
、
三
七
一
七
人
と
な
っ
た
。
 
 

一
月
 
阿
原
臣
が
熊
野
村
長
と
な
っ
た
 
（
大
正
七
年
十
月
ま
で
）
。
 
 

七
月
 
熊
野
村
で
米
騒
動
が
お
こ
っ
た
。
 
 

十
月
 
町
制
施
行
。
熊
野
町
と
な
り
、
阿
原
臣
が
初
代
町
長
と
な
っ
た
（
昭
和
四
年
二
月
ま
で
）
。
 
 

七
月
 
梅
雨
期
の
長
雨
に
よ
り
、
熊
野
川
の
堤
防
が
決
壊
し
て
大
き
な
被
害
が
出
た
。
 
 

一
月
 
熊
野
筆
品
評
会
が
開
催
さ
れ
た
。
 
 

三
月
 
熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
が
学
芸
大
会
を
開
催
し
た
。
 
 

こ
の
年
、
熊
野
町
に
電
話
が
開
通
し
た
。
 
 

十
二
月
 
熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
で
児
童
学
芸
品
展
覧
会
と
、
毛
筆
及
び
農
産
物
品
評
会
が
開
催
 
 

さ
れ
た
。
 
 

こ
の
年
、
熊
野
の
毛
筆
製
造
戸
数
は
一
二
〇
五
戸
、
一
七
八
〇
人
で
あ
っ
た
。
 
 

一
月
 
吉
岡
寅
吉
が
本
庄
村
長
と
な
っ
た
 
（
同
年
六
月
ま
で
）
。
 
 

八
月
 
 

十
〓
月
 
 

こ
月
 
 

三
月
 
 

十
一
月
 
 

一
月
 
 日

本
ほ
ド
イ
ツ
に
宣
戦
布
告
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
参
加
し
た
。
 
 
 

毛
筆
奨
励
会
が
発
足
し
た
。
 
 

三
地
清
人
が
熊
野
村
長
と
な
っ
た
（
同
年
十
一
月
ま
で
）
。
 
 

熊
野
本
官
社
の
礼
拝
殿
が
再
建
さ
れ
た
。
 
 
 

世
良
実
三
郎
が
熊
野
村
長
と
な
っ
た
（
大
正
六
年
一
月
ま
で
）
。
 
 

商
工
会
及
び
工
親
会
が
発
足
し
た
。
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西
暦
一
年
 
号
一
 
 

Ⅱ
 
年
 
 
 
表
 
 
 

昭
 
和
 
元
 
 

大
正
十
四
 
 

大
正
十
 
二
 
 

大
正
十
三
 
 

西
光
寺
婦
人
会
が
母
体
と
な
り
、
婦
徳
実
科
高
等
女
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。
 
 

九
月
 
熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
に
二
階
建
の
校
舎
が
完
成
し
た
。
 
 

十
〓
月
 
熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
創
立
五
〇
周
年
事
業
と
し
て
児
童
数
育
品
展
覧
会
、
児
童
伽
会
、
 
 

す
も
う
 
 

創
立
五
〇
周
年
記
念
式
、
教
育
功
労
者
表
彰
式
、
記
念
児
童
角
力
大
会
が
行
わ
れ
た
。
 
 

三
月
 
普
通
選
挙
法
（
男
子
）
が
成
立
し
た
。
 
 

こ
の
年
、
光
教
坊
が
幼
稚
園
を
創
設
し
た
。
 
 

坂
面
大
池
が
拡
張
さ
れ
た
。
 
 

四
月
 
（
旧
制
）
熊
野
中
学
校
が
創
設
さ
れ
た
。
 
 

五
月
 
摂
政
宮
裕
仁
親
王
が
広
島
に
来
ら
れ
、
熊
野
の
毛
筆
製
造
作
業
を
見
学
さ
れ
た
。
 
 

十
一
月
 
矢
野
と
熊
野
間
に
バ
ス
路
線
が
開
通
し
た
。
 
 

十
二
月
 
熊
野
商
工
会
が
発
足
し
た
。
 
 

三
月
 
 

六
月
 
 

十
一
月
 
 

れ
た
。
 
 

〓
月
 
 

九
月
 
 

十
月
 
 

四
月
 
 

全
国
水
平
社
が
創
立
さ
れ
た
。
 
 

織
田
隼
人
が
本
庄
村
長
と
な
っ
た
（
昭
和
六
年
三
月
ま
で
）
。
 
 
 

学
制
頒
布
五
〇
年
記
念
式
が
熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
・
本
庄
北
尋
常
小
学
校
で
挙
行
さ
 
 

熊
野
毛
筆
品
評
会
規
則
が
制
定
さ
れ
た
。
 
 

関
東
大
震
災
に
対
す
る
義
損
物
品
（
筆
）
を
熊
野
尋
常
小
学
校
か
ら
発
送
し
た
。
 
 

熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
主
催
の
苔
方
講
習
会
が
小
川
正
孝
を
講
師
に
招
い
て
開
催
さ
れ
た
。
 
 

追
分
尋
常
小
学
校
が
追
分
尋
常
高
等
小
学
校
と
な
っ
た
。
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西
暦
一
年
 
ヱ
 
 

Ⅲ
 
年
 
 
 
表
 
 

昭
 
和
 
九
 
 

昭
 
和
 
十
 
 

昭
 
和
 
七
 
 

昭
 
和
 
四
 
 

昭
 
和
 
五
 
 

昭
 
和
 
六
 
 

昭
 
和
 
二
 
 

昭
 
和
 
三
 
 

こ
の
年
、
婦
徳
実
科
高
等
女
学
校
が
婦
徳
高
等
女
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。
 
 

四
月
 
本
庄
北
尋
常
小
学
校
が
、
本
庄
北
尋
常
高
等
小
学
校
と
な
っ
た
。
 
 

六
月
 
熊
野
信
用
組
合
が
創
設
さ
れ
た
。
 
 

こ
の
年
、
（
旧
制
）
熊
野
中
学
校
が
廃
校
と
な
っ
た
。
 
 

広
島
中
央
放
送
局
が
開
局
し
、
ラ
ジ
オ
放
送
が
始
ま
っ
た
。
 
 

三
月
 
才
津
原
稽
が
熊
野
町
長
と
な
っ
た
（
昭
和
五
年
二
月
ま
で
）
。
 
 

十
一
月
 
獣
毛
消
毒
場
が
完
成
し
た
。
 
 

二
月
 
伊
藤
忠
兵
衛
が
熊
野
町
長
と
な
っ
た
（
昭
和
六
年
九
月
ま
で
）
。
 
 

一
月
 
毛
筆
元
祖
佐
々
木
為
次
先
生
碑
が
建
立
さ
れ
た
。
 
 

四
月
 
本
庄
北
尋
常
高
等
小
学
校
が
廃
止
さ
れ
、
鮨
野
尋
常
高
等
小
学
校
に
合
併
さ
れ
た
。
 
 

熊
野
町
は
川
角
・
平
谷
を
編
入
し
た
。
 
 

九
月
 
満
州
事
変
が
始
ま
っ
た
。
 
 

十
月
 
阿
原
臣
が
熊
野
町
長
と
な
っ
た
（
昭
和
十
年
九
月
ま
で
）
。
 
 

十
二
月
 
第
一
回
全
国
書
き
方
展
覧
会
が
熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
で
開
催
さ
れ
た
。
 
 

四
月
 
全
国
書
き
方
展
覧
会
が
全
国
書
道
展
覧
会
と
改
称
さ
れ
た
。
 
 

七
月
 
熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
は
熊
野
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
と
な
り
、
追
分
尋
常
高
等
小
学
校
 
 

が
熊
野
第
二
尋
常
高
等
小
学
校
と
な
っ
た
。
 
 

十
〓
月
 
第
四
回
全
国
書
道
展
覧
会
が
熊
野
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
で
開
催
さ
れ
た
。
 
 

一
月
 
熊
野
毛
筆
商
業
組
合
が
発
足
し
た
。
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西
暦
一
年
 
号
一
 
 

Ⅲ
 
年
 
 
 
蓑
 
 
 

昭
和
十
三
 
 

昭
和
十
四
 
 

昭
和
十
 
二
 
 

昭
和
十
一
 
 

昭
和
十
五
 
 

四
月
 
 

九
月
 
 

第
一
 
 

十
月
 
 
 

十
二
月
 
第
六
回
全
国
書
道
展
覧
会
が
熊
野
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
で
開
催
さ
れ
た
。
 
 

こ
の
年
、
熊
野
の
毛
筆
生
産
量
ほ
約
七
〇
〇
〇
万
本
で
あ
っ
た
。
 
 

五
月
 
西
光
寺
本
堂
が
再
建
さ
れ
た
。
 
 

七
月
 
日
中
戦
争
が
勃
発
し
た
。
 
 

十
一
月
 
第
七
回
書
道
展
覧
会
が
熊
野
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
で
開
催
さ
れ
た
。
 
 

十
一
月
 
熊
野
毛
筆
商
業
組
合
が
創
立
さ
れ
た
。
 
 

十
二
月
 
第
八
回
全
国
書
道
展
覧
会
が
鯖
野
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
で
開
催
さ
れ
た
。
 
 

四
月
 
熊
野
町
に
警
防
団
が
組
織
さ
れ
た
。
 
 

十
一
月
 
伊
藤
実
雄
が
熊
野
町
長
と
な
っ
た
（
昭
和
二
十
一
年
三
月
ま
で
）
。
 
 

こ
の
年
、
熊
野
町
が
早
害
に
よ
り
大
凶
作
と
な
っ
た
。
 
 

熊
野
の
毛
筆
生
産
量
が
全
国
比
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
た
。
 
 

四
月
 
熊
野
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
が
榊
山
神
社
境
内
か
ら
現
在
地
（
三
五
四
一
番
地
）
 
へ
の
移
 
 

十
一
月
 
 

一
月
 
 

六
月
 
 青

年
学
校
令
が
公
布
さ
れ
た
。
 
 
 

梶
山
寿
四
郎
が
熊
野
町
長
と
な
っ
た
（
昭
和
十
四
年
十
月
ま
で
）
。
 
 

回
筆
祭
が
開
催
さ
れ
た
。
同
時
に
「
筆
ま
つ
り
」
 
の
歌
が
作
ら
れ
た
。
 
 

台
湾
博
覧
会
に
広
島
特
産
品
と
し
て
熊
野
筆
が
出
品
さ
れ
た
。
 
 
 

広
島
県
学
童
読
書
会
に
お
い
て
、
西
尾
粂
子
が
入
賞
し
た
。
 
 

西
光
寺
本
堂
が
焼
失
し
た
。
 
 

広
島
県
振
興
産
業
展
覧
会
に
毛
筆
を
出
品
し
た
。
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西
暦
一
年
 
号
 
 

Ⅱ
 
年
 
 
 
表
 
 

昭
和
二
十
 
 

昭
和
十
七
 
 

昭
和
十
九
 
 
 

昭
和
十
六
 
 

転
を
完
了
し
た
。
 
 

萩
原
分
校
が
廃
止
さ
れ
た
。
 
 

五
月
 
毛
筆
菜
適
合
総
会
が
熊
野
町
で
開
催
さ
れ
た
。
 
 

十
一
月
 
紀
元
二
六
〇
〇
年
式
興
が
小
学
校
や
榊
山
神
社
で
行
わ
れ
た
。
 
 

十
〓
月
 
熊
野
町
信
用
販
売
利
用
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。
 
 

三
月
 
国
民
学
校
令
が
制
定
さ
れ
た
。
 
 

四
月
 
熊
野
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
が
鮨
野
第
一
国
民
学
校
に
、
熊
野
第
二
尋
常
高
等
小
学
校
が
 
 

熊
野
第
二
国
民
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
改
称
し
た
。
 
 

五
月
 
光
教
坊
に
お
い
て
明
治
以
後
の
戦
没
兵
士
の
追
悼
会
が
行
わ
れ
た
。
 
 

十
〓
月
 
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
。
 
 

三
月
 
熊
野
毛
筆
商
業
組
合
が
広
島
県
毛
筆
工
業
組
合
に
改
組
さ
れ
た
。
 
 

こ
の
年
、
バ
ス
事
業
統
合
化
に
よ
り
熊
野
胡
自
動
車
合
資
会
社
が
広
島
電
鉄
に
統
合
さ
れ
た
。
 
 

五
月
 
熊
野
第
一
国
民
学
校
の
創
立
七
五
周
年
記
念
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
 
 

七
月
 
広
島
県
毛
筆
工
業
組
合
が
広
島
児
毛
筆
統
制
組
合
に
改
組
さ
れ
た
。
 
 

こ
の
年
、
熊
野
町
農
業
会
が
設
立
さ
れ
た
。
 
 

三
月
 
「
決
戦
教
育
措
置
要
項
」
 
の
閣
議
決
定
に
よ
り
、
国
民
学
校
初
等
科
を
除
い
て
授
業
停
止
 
 

に
な
っ
た
。
 
 

六
月
 
熊
野
第
一
国
民
学
校
学
徒
隊
の
結
成
式
が
行
わ
れ
た
。
 
 

八
月
 
広
島
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
。
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西
暦
一
年
 
号
一
 
 

Ⅲ
 
年
 
 
 
表
 
 
 

昭
和
二
十
二
 
 

昭
和
二
十
一
 
 
 

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
、
太
平
洋
戦
争
が
終
っ
た
。
 
 

九
月
 
枕
崎
台
風
が
上
陸
し
、
石
嶽
山
が
各
所
で
く
ず
れ
、
河
川
の
堤
防
が
各
所
で
決
壊
し
、
大
 
 

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
と
き
、
新
宮
区
で
玉
名
の
青
少
年
が
埋
没
死
し
た
。
 
 

十
〓
月
 
農
地
調
整
法
が
改
正
公
布
さ
れ
た
（
第
一
次
農
地
改
革
）
。
 
 

四
月
 
諏
訪
木
光
三
が
熊
野
町
長
と
な
っ
た
 
（
昭
和
二
十
二
年
三
月
ま
で
）
。
 
 

十
月
 
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
が
公
布
さ
れ
た
（
第
二
次
農
地
改
革
）
。
 
 

十
一
月
 
日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
た
。
 
 

こ
の
年
、
農
地
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
小
田
原
千
里
以
下
一
〇
名
が
選
出
さ
れ
た
。
 
 

一
月
 
毛
筆
輸
出
組
合
が
結
成
さ
れ
た
。
 
 

三
月
 
教
育
基
本
法
・
学
校
教
育
法
が
公
布
さ
れ
た
。
 
 

四
月
 
熊
野
町
立
熊
野
第
一
小
学
校
、
熊
野
町
立
第
二
小
学
校
・
熊
野
町
立
熊
野
中
学
校
が
発
足
 
 

し
た
。
全
国
の
市
町
村
議
会
の
地
方
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
熊
野
町
で
は
二
二
名
の
町
議
会
議
員
 
 

が
選
出
さ
れ
た
。
青
森
斉
が
熊
野
町
長
に
選
ば
れ
た
。
 
 

婦
徳
高
等
女
学
校
が
学
校
法
人
猪
野
学
園
聖
徳
中
学
校
・
聖
徳
高
等
学
校
と
な
っ
た
。
 
 

四
月
 
熊
野
商
工
業
協
同
組
合
が
結
成
さ
れ
た
。
 
 

五
月
 
日
本
国
憲
法
及
び
地
方
自
治
法
が
施
行
さ
れ
た
。
 
 

八
月
 
熊
野
毛
筆
元
祖
頒
徳
稗
が
榊
山
神
社
境
内
に
建
立
さ
れ
た
。
 
 

こ
の
年
、
農
業
協
同
組
合
法
が
施
行
さ
れ
た
。
 
 

画
筆
の
生
産
が
飛
駅
的
に
伸
び
た
。
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西
暦
一
年
 
号
一
 
 

Ⅲ
 
年
 
 
 
来
 
 

昭
和
二
十
六
 
 

昭
和
二
十
五
 
 
 

昭
和
二
十
四
 
 

昭
和
二
十
三
 
 

八
月
 
熊
野
町
農
業
会
が
解
散
し
た
。
 
 

九
月
 
熊
野
中
学
校
が
「
筆
の
都
熊
野
」
を
刊
行
し
た
。
 
 

十
一
月
 
光
本
岩
登
が
町
長
と
な
っ
た
（
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
ま
で
）
。
 
 

こ
の
年
、
熊
野
の
毛
筆
生
産
量
は
一
五
〇
〇
万
本
で
あ
っ
た
。
 
 

八
月
 
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
が
出
さ
れ
た
。
 
 

こ
の
年
、
聖
徳
中
二
局
等
学
校
が
安
芸
郡
船
越
町
に
移
転
し
た
。
 
 

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
が
施
行
さ
れ
た
。
 
 

二
月
 
熊
野
毛
筆
事
業
協
同
組
合
が
結
成
さ
れ
た
。
 
 

六
月
 
朝
鮮
戦
争
が
始
ま
っ
た
。
 
 

十
二
月
 
井
上
寿
三
が
町
長
と
な
っ
た
（
昭
和
二
十
九
年
一
月
ま
で
）
。
 
 

三
月
 
聖
徳
中
・
高
等
学
校
が
廃
校
と
な
っ
た
。
 
 

四
月
 
熊
野
町
議
会
議
員
が
改
選
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
議
員
定
数
が
四
名
削
減
さ
れ
、
一
八
名
と
 
 

な
っ
た
。
 
 

毛
筆
習
字
が
小
学
校
四
年
以
上
で
復
活
し
た
。
 
 

五
月
 
第
一
回
全
国
習
字
教
育
研
究
発
表
会
が
熊
野
第
一
小
学
校
で
開
催
さ
れ
た
。
 
 

七
月
 
熊
野
町
農
地
委
員
会
が
解
散
し
た
。
 
 

七 五 三  
月 月 月  

警
察
法
が
施
行
さ
れ
、
熊
野
町
警
察
署
が
発
足
し
た
。
 
 

熊
野
町
農
業
協
同
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。
 
 

教
育
委
員
会
法
が
公
布
さ
れ
た
。
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西
暦
一
年
 
号
 
 

プt    プL ナし 丸 正     正 三∃二 五 プt     ′し ヒコ コ≡．  

昭
和
二
十
七
 
 

昭
和
二
十
八
 
 

昭
和
二
十
九
 
 

昭  昭 昭昭  
和  和和 和  

表  

九
月
 
サ
ン
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
平
和
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。
 
 

十
月
 
国
家
地
方
警
察
安
芸
区
警
察
署
が
設
立
さ
れ
、
熊
野
町
に
は
警
部
補
派
出
所
が
置
か
れ
た
。
 
 

熊
野
町
警
察
署
が
廃
止
さ
れ
た
。
 
 

三
月
 
熊
野
町
農
業
協
同
組
合
が
貯
蓄
優
秀
組
合
と
し
て
、
大
蔵
省
及
び
日
本
銀
行
か
ら
表
彰
さ
 
 

れ
た
。
 
 

六
月
 
吉
和
事
件
が
お
き
た
。
 
 

七
月
 
熊
野
信
用
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。
 
 

十
月
 
熊
野
町
教
育
委
員
会
が
発
足
し
た
。
 
 

七
月
 
朝
鮮
戦
争
が
終
結
し
た
。
 
 

二
月
 
戎
本
勝
司
が
町
長
と
な
っ
た
（
昭
和
三
十
八
年
四
月
ま
で
）
。
 
 

七
月
 
国
家
地
方
警
察
安
芸
地
区
警
察
署
が
、
海
田
市
警
察
署
と
改
称
し
た
。
 
 

十
月
 
川
角
の
貴
船
神
社
社
殿
が
改
築
さ
れ
た
。
 
 

こ
の
年
、
聖
徳
幼
椎
園
が
開
設
さ
れ
た
。
 
 

熊
野
の
毛
筆
生
産
高
は
全
国
比
七
〇
パ
ー
セ
ン
ー
、
画
筆
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
。
 
 

四
月
 
幼
稚
園
淳
教
園
が
開
設
さ
れ
た
。
 
 

熊
野
町
が
辛
苦
に
よ
り
凶
作
と
な
っ
た
。
 
 

書
写
が
小
学
校
三
年
生
以
上
で
必
修
と
な
っ
た
。
 
 

熊
野
の
毛
筆
生
産
高
は
全
国
比
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
た
。
 
 

二
月
 
熊
野
商
工
会
が
『
筆
の
都
熊
野
誌
』
を
発
行
し
た
。
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西
暦
言
 
号
 
 

Ⅲ
 
年
 
 
 
表
 
 

昭
和
三
十
八
 
 

昭
和
三
十
九
 
 

昭
和
四
十
一
 
 

昭
和
四
十
三
 
 

昭
和
四
十
五
 
 

昭
和
四
十
四
 
 
 

昭
和
四
十
六
 
 

昭
和
四
十
七
 
 

五
月
 
馬
上
次
内
が
町
長
と
な
っ
た
（
昭
和
四
十
四
年
三
月
ま
で
）
。
 
 

五
月
 
広
島
県
書
画
筆
事
業
協
同
組
合
が
発
足
し
た
。
 
 

こ
の
年
、
全
国
書
道
展
覧
会
が
全
国
学
生
書
画
展
喧
会
と
改
称
さ
れ
た
。
 
 

三
月
 
熊
野
信
用
組
合
が
安
芸
信
用
組
合
に
改
組
さ
れ
た
。
 
 

こ
の
年
、
熊
野
田
地
の
造
成
が
開
始
さ
れ
た
。
 
 

五
月
 
中
央
公
民
館
が
開
設
さ
れ
た
。
 
 

こ
の
年
、
第
二
聖
徳
幼
稚
園
が
開
設
さ
れ
た
。
 
 

熊
野
団
地
が
完
成
し
た
。
 
 

四
月
 
熊
野
第
三
小
学
校
が
開
校
さ
れ
た
。
 
 

ひ
か
り
学
園
が
保
育
事
業
を
開
始
し
た
。
 
 

南
崎
高
市
が
町
長
と
な
っ
た
（
現
在
に
至
る
）
。
 
 

こ
の
年
、
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
が
成
立
し
た
。
 
 

三
月
 
日
本
万
国
博
覧
会
に
、
熊
野
筆
な
出
品
し
、
毛
筆
を
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
納
め
た
。
 
 

こ
の
年
、
町
の
人
口
増
加
に
伴
い
、
町
議
会
議
員
定
数
空
一
名
増
や
し
、
定
員
二
〇
名
と
し
た
。
 
 

米
の
生
産
調
整
が
始
ま
り
、
水
田
の
休
耕
が
開
始
さ
れ
た
。
 
 

四
月
 
西
公
民
館
が
開
館
し
た
。
 
 

四
月
 
み
ど
り
囲
が
開
設
さ
れ
た
。
 
 

安
芸
信
用
組
合
が
合
併
し
て
、
広
島
県
中
央
信
用
組
合
（
熊
野
支
店
）
と
な
っ
た
。
 
 

五
月
 
県
道
矢
野
安
浦
線
（
中
澤
バ
イ
パ
ス
）
が
閑
適
し
た
。
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西
暦
言
 
号
一
 
 

Ⅲ
 
年
 
 
 
表
 
 
 

昭
和
五
十
二
 
 

昭
和
五
十
一
 
 
 

昭
和
五
十
 
 

昭
和
四
十
八
 
 

昭
和
四
十
九
 
 

こ
の
年
、
熊
野
町
が
熊
野
町
整
備
基
本
計
画
（
昭
和
六
十
年
目
標
）
を
策
定
し
た
。
 
 

五
月
 
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
（
伝
産
法
）
が
制
定
さ
れ
た
。
 
 

九
月
 
熊
野
第
一
小
学
校
が
学
校
創
立
百
周
年
記
念
式
此
ハ
を
催
し
た
。
 
 

熊
野
町
立
中
央
保
育
所
が
開
所
さ
れ
た
。
 
 

撃
塚
（
池
田
勇
人
筆
）
が
榊
山
神
社
境
内
に
お
い
て
建
立
除
幕
さ
れ
た
。
 
 

四
月
 
海
田
・
瀬
野
川
・
坂
・
熊
野
農
協
が
合
併
、
安
芸
農
業
協
同
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。
 
 

四
月
 
海
田
地
区
消
防
組
合
熊
野
出
張
所
が
設
置
さ
れ
た
。
 
 

五
月
 
熊
野
筆
が
伝
統
的
工
芸
品
の
指
定
を
受
け
た
。
 
 

十
月
 
熊
野
第
一
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
誌
「
熊
野
川
」
が
刊
行
さ
れ
た
。
 
 

〓
月
 
熊
野
筆
事
業
協
同
組
合
が
発
足
し
た
。
 
 

四
月
 
国
土
調
査
法
に
よ
る
地
籍
調
査
が
始
ま
っ
た
。
 
 

淳
故
国
が
幼
稚
園
と
な
っ
た
。
 
 

六
月
～
八
月
 
平
谷
・
城
之
堀
・
初
神
地
区
を
中
心
に
早
害
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
大
き
か
っ
た
。
 
 

四
月
 
広
島
県
立
熊
野
高
等
学
校
が
開
校
し
た
。
 
 

熊
野
第
四
小
学
校
が
新
設
さ
れ
た
。
 
 

機
構
一
部
改
正
に
よ
り
衛
生
課
を
設
置
し
た
。
 
 

五
月
 
熊
野
繋
が
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
た
。
 
 

八
月
 
東
山
配
水
池
が
完
成
し
た
。
 
 

こ
の
年
、
熊
野
中
学
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
三
一
人
の
教
育
長
が
学
校
視
察
に
訪
れ
、
視
聴
覚
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Ⅲ
 
年
 
 
 
蓑
 
 

昭
和
五
十
五
 
 

昭
和
五
十
六
 
 

昭
和
五
十
四
 
 

昭
和
五
十
三
 
 

十
二
月
 
N
H
K
教
育
テ
レ
ビ
が
「
熊
野
葦
繁
昌
記
」
を
全
国
に
放
映
し
た
。
 
 

こ
の
年
、
中
国
交
易
会
を
通
じ
て
、
筆
の
原
毛
が
中
国
か
ら
直
接
輸
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 
 

四
月
 
住
民
基
本
台
帳
が
電
算
化
さ
れ
た
。
 
 

こ
の
年
、
熊
野
町
が
熊
野
町
総
合
基
本
計
画
（
昭
和
六
十
五
年
目
標
）
を
策
定
し
た
。
 
 

四
月
 
熊
野
町
立
熊
野
東
中
学
校
が
開
校
し
た
。
 
 

ま
た
、
 
 

二
月
 
 

三
月
 
 

四
月
 
 

五
月
 
 

六
月
 
 

七
月
 
 

八
月
 
 

十
一
月
 
 

四
月
 
 

五
月
 
 

六
月
 
 

九
月
 
 

機
器
活
用
の
授
業
を
参
観
し
た
。
 
 

こ
の
年
か
ら
同
和
住
民
学
習
会
が
始
ま
っ
た
。
 
 

熊
野
町
環
境
整
備
工
場
が
新
設
さ
れ
た
。
 
 

西
連
絡
所
事
務
室
が
完
成
し
た
。
 
 

熊
野
筆
会
館
が
落
成
し
た
。
 
 

鮨
野
町
郷
土
館
が
開
館
し
た
。
 
 

三
笠
宮
寛
仁
親
王
殿
下
が
筆
造
り
を
見
学
さ
れ
た
。
 
 

熊
野
中
学
校
が
県
中
学
校
軟
式
庭
球
大
会
で
優
勝
し
た
。
 
 

呉
地
浄
水
場
改
良
工
事
が
完
成
し
た
（
水
道
課
移
転
）
。
 
 
 

熊
野
町
町
制
施
行
六
〇
周
年
記
念
式
興
が
挙
行
さ
れ
た
。
 
 

同
和
対
策
課
が
設
置
さ
れ
た
。
 
 

熊
野
郵
便
局
が
移
転
、
新
館
で
開
業
し
た
。
 
 

東
公
民
館
が
開
設
さ
れ
た
。
 
 

熊
野
筆
が
「
広
島
県
ふ
る
里
産
業
」
 
に
認
定
さ
れ
た
。
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西
暦
一
年
 
号
 
 

Ⅲ
 
年
 
 
 
表
 
 
 

昭
和
五
十
九
 
 

昭
和
五
十
七
 
 
 

昭
和
六
十
 
 

初
神
保
育
園
が
開
か
れ
た
。
 
 

十
月
 
熊
野
町
健
靡
体
操
ク
ラ
ブ
が
文
部
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。
 
 

こ
の
年
、
熊
野
の
毛
筆
生
産
高
は
、
三
四
四
〇
万
本
、
画
筆
・
刷
毛
を
含
め
る
と
一
撃
一
四
一
〇
 
 

万
本
で
あ
っ
た
。
 
 

広
島
県
立
熊
野
高
等
学
校
に
芸
術
コ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
た
。
 
 

七
月
 
熊
野
町
献
血
会
が
厚
生
大
臣
表
彰
を
受
け
た
。
 
 

サ
ン
サ
ン
ひ
ろ
し
ま
に
熊
野
町
も
参
加
し
た
。
 
 

鮨
野
中
学
校
野
球
部
が
第
九
回
広
島
県
中
学
校
野
球
選
手
権
大
会
で
優
勝
し
た
。
 
 

十
月
 
環
境
整
備
工
場
ご
み
焼
却
炉
二
基
が
増
設
さ
れ
た
。
 
 

四
月
 
指
定
金
融
機
関
制
度
を
導
入
し
た
。
 
 

中
国
地
方
で
初
の
乗
継
駐
車
場
の
使
用
を
開
始
し
た
。
 
 

五
月
 
教
育
委
員
会
が
中
央
公
民
館
に
移
転
し
た
。
 
 

六
月
 
熊
野
町
民
会
館
が
開
館
し
た
。
 
 

四 二 十 十 十  
月 月 ニ ー 月  

月 月  

八
月
 
 
初
神
配
水
池
が
完
成
し
、
県
広
域
水
道
よ
り
給
水
が
始
ま
っ
た
。
 
 

広
報
「
く
ま
の
」
1
0
0
号
ま
で
の
縮
刷
版
を
刊
行
し
た
。
 
 
 

西
公
民
館
が
優
良
公
民
館
と
し
て
文
部
大
臣
表
彰
を
受
け
た
。
 
 
 

熊
野
町
防
災
行
政
通
信
施
設
が
開
局
し
た
。
 
 

業
者
委
託
方
式
に
よ
る
学
校
給
食
（
小
学
校
）
が
始
ま
っ
た
。
 
 

広
島
県
中
央
信
用
組
合
が
広
島
県
信
用
組
合
（
熊
野
支
店
）
と
改
称
さ
れ
た
。
 
 

90J  



西
暦
一
年
 
号
 
 

Ⅲ
 
年
 
 
 
表
 
 

昭
和
六
十
二
 
 

昭
和
六
十
一
 
 
 

十
一
月
 
第
四
六
回
申
国
中
学
校
駅
伝
大
会
で
熊
野
中
学
校
チ
ー
ム
が
五
年
ぶ
り
三
度
目
の
優
勝
 
 

を
し
た
。
 
 

十
一
月
 
こ
ぐ
ま
絵
本
の
会
が
広
島
文
化
賞
を
受
賞
L
た
。
 
 

〓
月
 
熊
野
町
消
防
団
が
財
団
法
人
日
本
消
防
協
会
か
ら
優
良
表
彰
を
受
け
た
。
 
 

四
月
 
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
が
町
民
会
館
へ
移
転
し
た
。
 
 

広
島
熊
野
道
路
に
着
手
し
た
。
 
 

九
月
 
第
四
期
上
水
道
拡
張
事
業
認
可
を
取
得
し
た
。
 
 

三
月
 
都
市
計
画
区
域
を
全
町
域
に
拡
大
決
定
し
た
。
 
 

三
月
 
熊
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
法
人
化
さ
れ
、
社
会
福
祉
法
人
熊
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
 
 

設
立
登
記
さ
れ
た
。
 
 

四
月
 
行
政
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
が
稼
動
し
た
。
 
 

印
鑑
登
録
の
カ
ー
ド
制
が
実
施
さ
れ
た
。
 
 

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
使
用
が
開
始
さ
れ
た
。
 
 

大
月
 
総
合
基
本
計
画
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
た
。
 
 

七
月
 
都
市
計
画
道
路
が
変
更
さ
れ
た
。
 
 

九
月
 
水
道
料
金
が
改
定
さ
れ
た
。
 
 

熊
野
町
重
要
文
化
財
に
榊
森
神
社
寄
木
造
狛
犬
一
対
と
「
慶
長
六
年
安
芸
安
南
郡
熊
野
村
御
検
地
 
 

帳
」
二
冊
を
指
定
し
た
。
 
 

十
月
 
「
安
芸
熊
野
町
史
」
通
史
編
が
刊
行
さ
れ
た
。
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